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１．はじめに  の右上方(南方)から入射しているのに対して，台風

17 号時には波が左右の上方(南方と北方)から入射し

ている． 

 台風通過時は，周期が通常の風波の 10 倍程度とな

る長周期波が発生する．この研究では，Ｘバンドレ

ーダデータを用いて得た海岸の水際の長周期遡上波

の変動状況について，一方からの入射波が卓越した

2005年台風７号と複数方向からの入射があった2005

年台風 17 号の観測結果を比較・検討する． 

３．遡上波の解析 

 レーダ画像では，個々の波が入射する様子が白い線

の動きとして表される．その周期はおよそ３～５秒

程度と短く，個々の波が別々に伝播しているだけの

ように見える．しかし波打ち際に着目すると，個々

の波をいくつか跨いだ形で周期の長い伝播が起こっ

ている様子が観察できる．その長周期での変動は，

2005 年台風７号のレーダ画像では沿岸部を常に右か

ら伝播していくように見える．一方，2005 年台風 17

号のレーダ画像では，画像両端部から中央に向かっ

た伝播が，中央部では左右への伝播ではなく同じ位

置に定在して長周期の変動が起こっているように見

える． 

２．観測の概要 

観測はＸバンドレーダを用いて行った．設置場所

は，（独法）港湾空港技術研究所の波崎観測桟橋観

測ＨＯＲＳの後浜にある研究施設上とした．このレ

ーダからのエコー信号を，約２秒間隔で沿岸方向

1024 画素，岸沖方向 512 画素の長方形のイメージと

して抽出した．イメージの沿岸方向の表示範囲は約

5556ｍ，岸沖方向の表示範囲は約 2778ｍとなり， 各

画素はおよそ 5.4ｍ四方の正方形に対応している１）．  

３．１ 汀線の位置変動・遡上高さの推定 今回解析の対象としたのは 2005 年 7 月 26 日に茨

城県沖を通過した台風７号と 2005 年 9 月 25 日に茨

城県沖を通過した台風 17 号である．台風７号時の典

型的なレーダイメージを図１に，台風 17 号時の典型

的なレーダイメージを図２に示す．図の中央部，垂

直方向に伸びているのが桟橋であり，今回の解析で

は，この桟橋のつけ根を基準点とし,縦方向に y軸を

横方向に x軸をとった．台風７号時には波が画像中 

 レーダでは２秒間隔で，桟橋を中心とした岸沖－

沿岸方向の画像が得られる．その画像を下記の手順

で画像変換し，潮位データと併せることで波の遡上

変動について求めた． 

１．岸沖―時間画像を作成し，水際位置を読み取る

(図３)． 

２．毎時の平均画像から汀線位置を求め，潮位デー 

  

27
78

 [m
] 

 

5556[ｍ] 

 

 

 

 

 

 

  図１ レーダ画像(2005 年台風７号) 
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図２ レーダ画像(2005 年台風 17 号) 
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タと併せて前浜地形を推定． 

３．水際位置と前浜地形から遡上高さを推定． 

４．周波数が 0.004＜ｆ＜0.05Ｈｚとなる成分のみを

取り出したうえで，遡上高さ変動の時間－沿岸

分布図に変換し，長周期波を可視化． 
５．遡上位置変動に関するフーリエ解析を行う 

３．２ 遡上波の特性 

 図４は台風 7 号通過時の遡上高さ変化について，

縦軸に時間経過，横軸に沿岸方向をとって表したも

のであり，図５は台風 17 号通過時のものである．図

４では，遡上高さの大きな成分は沿岸負方向，入射

波方向の下手方向に向かって一様に伝播している．

一方図５では，遡上高さの大きな成分は沿岸負方向

と正方向の両方向に伝播がみられ，複雑な挙動を示

す．両者の伝播状況の差は波の入射状況の違いによ

るものであると考えられる． 

図６，図７に遡上位置変動のフーリエ解析結果を

示す．図にはモードｎ，勾配βの海浜上におけるエ

ッヂ波の分散関係式 ω2 = g kx sin(2n+1)β を併せ

て示した．図６では負方向に伝播する成分にエネル

ギー分布のピークがあるのに対し，図７では正方向

と正方向・負方向をまたぐ範囲にエネルギーが分布

している．この結果からも，今回比較対象とした２

つの台風における一番の違いである入射方向の違い

の影響が読み取れる．台風 7 号は一方向の卓越入射

の波下に向かう成分のみにエネルギーピークが存在  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

するのに対し，台風17号は二方向入射であったため， 

沿岸正方向に伝播する成分，重複波成分があったと 

考えられる．なお，後者の台風では，北方からの入

射波が大きく，その結果正方向に伝わるエネルギー

成分が優勢であった． 
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 図７ 遡上位置変動のフーリエ解析結果(台風 17 号)
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図４ 遡上高さ変動

の時間－沿岸分布 
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図５ 遡上高さ変動

の時間－沿岸分布 
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図６ 遡上位置変動のフーリエ解析結果(台風 7 号)
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上図：水際位置時間変化イメージ 下図：水際位置数値座標

図３ 遡上位置の時間変動 
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